














Ⅰ.はじめに 

骨髄移植は,重症複合型免疫不全症,重症型再生不良性貧血,白血病などの難治性血液疾患

の治療法としてその地位を築きつつある。きらに近年,一部の先天性代謝異常症や,ヘモグ

ロビン異常症,大理石病などの治療においても骨髄移植がおこなわれ,成功例も報告されは

じめている。骨髄のdonor は通常 HLAの一致した兄弟姉妹であるが現実的にはその獲得は

困難である。今回,われわれは重症複合型免疫不全症の患児において大豆凝集素および羊赤

血球により T 細胞を除去した HLA 不適合の母親の骨髄細胞の移植を試み,graft-versuost 

re-action(GVH 反応)の出現をみることなく生着し,部分的な免疫能の再建に成功したので

報告する。 


